


関連をしらべる。私自身も含めて地球物理担当の者

は古地磁気の方向から,マ ダガスカルの位置の変化

を求める。地球化学の人達はカリウム・アルゴン法

やルビジウム・ス トロンチクム法で最古の岩石ので

きた年代 (約 30億年 ぐらい )を きめ, これと南アフ

リカやインドにある同程度に古い大陸の核と比較 し

ょうというのが大体の計画であつた。

マダガスカルはまた恐竜の宝庫で,す でに 2年前

に国立科学博物館の方々が発1掘 に出かけておられる。

私達は出発前にお話をうかがいに行つて,道路がか

なり悪いこと,フ ランス語は広 く使われているが英

語はだめなこと,中央の高地はかなりすずしく朝夕

は冷えこむことなどをうかがい,その程度の予備知

識で出発 した。

まずずい分遠い国である。日本からの距 離 は約

12000たπでヨーロッパやアメリカ東海岸へ行 くのと

それ程違わないが,飛行機便の関係で,途中ボンペ

イ,ナ イロピと2泊 しなければならない。飛行機か

ら見おろすと小さな起伏が多く大きな平野は見えな

いが,そ れより木が少なく赤っぼい地肌がどこでも

露出しているのが目rCつ 〈。これは岩石の風化によ

ってできたラテライト質の土壌で南方によく見かけ

る。鉄の酸化物を多 く含み養分に乏 しい。実際マダ

ガスカルは農産物が貧弱て,主食の米 も一部輸入 し

ているほどである。さてタナナリブのイパト空港に

到着 して機外へ出るとぬけるような素晴しい晴空が

頭上に広がっていた。 マダガスカルはサバンナ気候

で夏 (日 本の冬 )が雨期,冬 (日 本の夏 )が乾期な

のでぁる。私達が滞在 していた 7・ 8月 はこの乾期

で,日 本の秋のょうなさわやかな気候の時が多かっ

た。

′ナナリブは人口約40万人の都会で小さな丘がい
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′ナナリブ市の目抜きの跡 立大通 夕J,
正面は鉄道の駅      .

独立大通りの朝市。食料品,荷 などを
ならべて売っている。

ベ トフ ァカの フェ リポー ト



〈つもある海抜約1300メ ートルの高原の都市であれ

17世紀はじめにメリナ王朝がと夕でを作つて以来マ

ダガスカルの首都 として栄えてきた。19世紀後半か

ら1960年 までフランスの植民地だつたためにフラン

スの影響が色こく残 っている。特にその中央集権的

な官僚組織はかなりのもので,色 々な手続きには悩
崚された。幸い,現地の日本大使館が文化交流に熱

心で,私達の隊 も終始面倒を見ていただいたので短
かい時間内に有効な行動をすることができた。

私達は出発前からマダガスカルの地質調査所 と連

絡をとっておいて,共同作業で岩石採集を行 うこと

にしていた。日本からは機材をもつて行き, マダガ

スカル側でランドローバー (四輪駆動車 )を 2台用

意 してくれた。 これに日本から行 つた 6人 とマダガ

スカル側の地質学者 3人 ,運転手 2人が乗つて文字

通シ北のはしから南のは しまで岩石を採集 して走り

まわった。わずか 4週間で6700たπも走つた。そして

北端のデ ィエゴ・スアレス付近で新生代の火山岩 ,

中央のマジュンガ付近で自亜紀の玄武岩,南端のフ

ォール・ ドーファン付近で最 も古い変成岩をほぼ予

定通り採集することができたので,海外調査の目的
は大体達成されたといえよう。今後研究に伴ってど

んな結果が出るかが楽 しみである。

いわゆる開発途上国ではあるが,こ の国のへき地

を旅行 してもそれほど突飛なことには出合わない。

他の国々とも共通 しているだろうが,最近の文化の

地方浸透は著 しいものと考えられる。こんなわけで

ずい分知られていない国を旅行 したわりには,血わ

き肉おどる探険・冒険といった趣きはほとんどなか

つた。 もう一つの原因は,ア フリカのすぐ東側にあ

るが人種的にはマレー人が大多数で,我 々から見て

親 しみやすい顔立ちをしていることもある。また食

事も大きな都会ではフランス料理が豊富で,牛 肉が

安くてうまいこともあつて異国情緒にひたるような

ことが少なかつたせいもある。

ただ,都会をはなれて採集旅行に出るとやはり現

地の食事を食べる機会が多くなる。マダガスカル人

の主食は米で,見ていると彼らは毎食毎食山のよう

に盛つて食べている。これはかかずが少ないためも

あつて,我 々日本人の昔の「一升めし」のようなも
のかも知れない。わかずとしては肉又は魚を煮たも

のが少 しとはうれん草のようななっぱの入ったすま

し汁が普通つ く。この肉の方は辛い味がつけてある

が,す まし汁は全 く味がなく,な れないと異様な感

じがす る。

メナナ リブか らデ ィエゴ・スアレスに向 う途中,

ベ トフ ァカとい う所で フェリーポー トで川をわたっ

た時,丁度わ昼になつたので川岸 にあるめ じ屋へ入
ってこういった料理を注文 した。肉が良いか魚が良

いかと聞 くので とり肉のおかずを頼んだ。 このこと

があつて数 日してから,同行 していたマダガスカル

人 の地質屋さん達から我々がコウモ リの肉を食べた

ことを聞かされた。何でもとりの肉がなかったので

コウモ リで代用 したのだとい う。そのいわれてみる

と確かに変 った味の肉料理だ ったが もう後の祭 りで

ある。 その他の珍 らしい食物 としては,隊 の何人か

は南の フォール・ ドーファン付近でそのあたりに沢

山いる陸ガメの料理 を食べてきた。油こ くて泥 〈さ

い ような感 じなので好みに合 うか どうかは各人 とり

ど夕だつたようだ。後で陸 ガメは しばら く前か ら捕

獲を禁止 されていることを聞いた。 コウモ リを食ペ

る習慣の方はどの位ひろまってい るか しらないが ,

大 きなやつが飛びまわってい るのは何度か見かけた。

普通 に考えれば縁の遠い国なのに, マダガスカル

には以外 と多数の日本人がいてびっくりした。首都

のタナナ リブには,三井・三菱を除 くほ とん どの大

手商社が駐在員をおいたり事務所を開いたりしてい

る。資源の乏 しい国だ し人口も多 くないか ら,原料

輸出国 としてもあるいは市場 としても現在余 り取引

きのある国 とは思えないが,国土開発 に伴なうプラ

ント輸出などを考えて じっくり商売の基礎固めを し

てい るのか もしれない。 また日本大使館 もスタンフ

こそ少ないがタナナリブでは有数の事務所 と公邸 を

構えていた。

商社 と別に東食・大洋漁業などの水産会社がかな

り大 きな事務所を もつている。 これはマグロやエ ビ

などを イン ド洋 でとつたものを一旦 マダガスカルの

港へ集結 し,冷凍輸送船につみ替えて 日本に運ぶ と

い うことを しているからで,東岸のタマタブ,西岸
のマジュンガにそれぞれこうい った基地が ある。す

じ屋でつまむ「江戸前 Jの マクロの何害」かはこうや

ってマダガスカルか ら運ばれてきた ものであるとい

う。私達 も′ナナ リブでこのマク ロを御馳走になっ

たが大変おい しかつた。世界はせ ま くなつた。知 つ

てい ようと知 っていまい と遠 くの国 も以外 な因縁 で

日本 と結ばれていることを痛感させ られた。
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